
あなたと議会を結ぶメッセージ

No.66
平成30年4月15日号

今月の渥美半島の花
  「カーネーション」

田原市

孟宗竹から里山を守る
里山を荒廃させてしまう“じゃまもの”の竹を伐採し、
竹炭にする活動をしている「神戸炭焼き窯委員会」の
皆さんです。（インタビュー20ページ）
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「総合計画第12期実施計画」に
推進させる予算を可決

平成30年 第1回 定例会（2月27日〜3月22日）

こんなことが決まりました。

平成30年第1回定例会は、2月27日から3月22日まで開催しました。
平成30年度一般会計予算など議案34件を、いずれも原案のとおり可決・同意・承認
しました。

▷関連　4～9ページ

	

議
案
第
28
号
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

	

ほ
か
6
件

税
金
の
使
い
方
が
決
ま
り
ま
し
た

3
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
4
日
間
、
予
算
決
算
委
員
会
に

お
い
て
平
成
30
年
度
予
算
の
内
容
を
審
査
し
、
3
月
22
日
の

本
会
議
最
終
日
に
全
て
の
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

市長提出議案	 34件

平
成
30
年
度
予
算
規
模

　
総
額	

	

4
2
1
億
円

　
　
一
般
会
計	

2
8
9
億
円

　
　
特
別
会
計	

1
1
1
億
円

　
　
企
業
会
計
（
水
道
）	

１
９
億
円

（
億
円
未
満
切
り
捨
て
の
た
め
、
総
額
は
一
致
し
ま
せ
ん
）

▽
関
連
4
・
5
ペ
ー
ジ
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厳しい財政状況を踏まえ
掲げる施策を着実に

	

議
案
第
6
号
介
護
保
険
条
例
等
の
廃
止

	

議
案
第
11
号
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
の
保
険
者
が

東
三
河
広
域
連
合
へ
統
合
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割
が

な
く
な
り
ま
す

平
成
30
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
の
保
険
者
が
、
東
三
河
広
域

連
合
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
東
三
河
8
市
町
村
が
一
丸
と
な
る

こ
と
で
、
安
定
的
な
財
政
基
盤
が
確
立
さ
れ
る
た
め
、
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
介
護
保

険
の
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
田
原
市
役
所
（
高
齢

福
祉
課
）・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・
渥
美
支
所
で
行
え
ま
す
。

今
ま
で
各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
が
、国
民

健
康
保
険
制
度
改
革
に
よ
り
、平
成
30
年
度
か
ら
は
、県
と
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

田
原
市
で
も
国
民
健
康
保
険
税
が
見
直
さ
れ
、資
産
割
が
な
く

な
り
、均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
均

等
割
の
一
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は
、こ

れ
ま
で
ど
お
り
、田
原
市
役
所（
保

険
年
金
課
）・
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー・渥
美
支
所
で
行
え
ま
す
。

▪国民健康保険税　改正表
平成29年度 所得割 資産割 均等割 平等割

医療分 4.90% 29.00% 28,800円 31,200円
後期高齢者支援金分 1.60% 9.00% 8,400円 7,200円
介護納付金分（40～64歳） 1.30% 5.00% 7,800円 6,000円

⬇
平成30年度 所得割 資産割 均等割 平等割

医療分 4.90% － 25,200円 27,600円
後期高齢者支援金分 1.60% － 8,400円 9,600円
介護納付金分（40～64歳） 1.30% － 10,800円 7,200円
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「
世
界
に
輝
き
、
将
来
に
つ
な
ぐ
」
予
算

田
原
市
で
は
、
平
成
30
年
度
は
介
護
保
険
広
域
化
や
国
の

補
正
予
算
に
伴
う
大
規
模
補
助
事
業
な
ど
、
一
時
的
な
要
因

に
よ
り
予
算
は
増
加
す
る
も
の
の
、
合
併
後
、
活
用
し
て
き

た
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
が
縮
減
し
続
け
る
こ
と
に

加
え
、
平
成
31
年
10
月
に
は
法
人
市
民
税
の
税
率
改
正
に
よ

る
大
幅
な
減
収
も
重
な
り
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算
編
成
で
は
、
こ
の
先
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、「
総
合
計
画
第
12
期
実
施
計
画
」、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
推

進
さ
せ
つ
つ
、
開
催
が
予
定
さ
れ
る
国
際
的
・
全
国
的
な
事

業
の
実
施
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
の
「
世
界
に
輝
き
、
将
来
に
つ
な
ぐ
」
予
算

案
が
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
予
算
の
基
本
方
針

　
①
将
来
に
向
け
た
人
口
増
施
策

　
②
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

　
③
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と

　
　
行
政
基
盤
づ
く
り

総　額 421億904万2千円
（前年度比　－46億7,065万9千円）

▪一般会計予算 289億4,000万円
（前年度比　＋13億6,000万円）

▪特別会計予算 111億8,983万7千円
（前年度比　－58億9,014万8千円）

▪企業会計（水道） 19億7,920万5千円
（前年度比　－1億4,051万1千円）

▪特別会計の内訳

国民健康保険特別会計 ・77億・5,676万・2千円

公共下水道事業特別会計 ・18億・8,549万・2千円

農業集落排水事業特別会計 ・ 6億・2,420万・6千円

田原福祉専門学校特別会計 ・ 1億・3,125万・7千円

後期高齢者医療特別会計 ・ 7億9,212万円

市長から、平成30年度の予算案が提出され、議長以外の全議員で構成す
る予算決算委員会において、内容を審査しました。
審査の結果、全ての予算案を可決し、平成30年度の税金の使い方が決ま
りました。

平成30年度予算審査

税金の使い方が決まりました

　
▽
予
算
決
算
委
員
会
で
の

審
議
は
7
ペ
ー
ジ
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花き販売拠点の整備
1,004万円

道の駅あかばねロコステーション
の改修

親子交流施設の整備
7億6,050万円

三河田原駅前に子育て世代包括支援
センター、子育て支援ルーム開設準備

電照栽培　低コスト化の推進
250万円

電照栽培用ハウス照明の
ＬＥＤ化に補助

ワールドサーフィンゲームスの開催
9,084万円

国内では28年ぶりの世界大会の
開催

（仮称）童浦こども園開設準備
9,160万円

北部保育園・山北保育園の統合
民営化を推進

赤羽根診療所の開設
6,390万円

医師空白地域の赤羽根地区に
診療所を開設

全国丼サミットの開催
841万円

全国丼サミットとサンテパルクたはら
収穫祭の合同イベントの開催

福江中学校の改修整備
8,500万円

伊良湖岬中学校との統合に向けた
福江中学校の改修・整備

平成30年度
主な事業

平成30年度の新規事業
を中心にご紹介します。

（万円未満切り捨て）
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賛否が分かれた議案
本会議では、議案に対して一人ひとりの議員が賛成・反対の意思表示をします。
今定例会では、以下の議案の賛否が分かれました。賛成・反対の討論は9ページに掲載しています。
また、その他の議案は、全会一致で可決しました。

議
案
番
号

議　案　名
（一部省略）

結　果
（賛成：反対）

5 田原市いじめ問題調査委員会及び
田原市いじめ問題再調査委員会条例

可決
（15：2） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦×◦◦ −

11 田原市国民健康保険税条例の
一部改正

可決
（16：1） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦ −

28 平成30年度予算
一般会計

可決
（16：1） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦ −

29 平成30年度予算
国民健康保険特別会計

可決
（16：1） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦ −

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

▪
平
成
30
年
第
1
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

1
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

（
花
井　
隆
氏
）

2
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

（
山
本　
晴
樹
氏
）

3
専
決
処
分
の
承
認

（
部
局
設
置
条
例
の
一
部
改
正
）

4
土
地
改
良
事
業
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例

5
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
及
び
い
じ
め
問

題
再
調
査
委
員
会
条
例

6
介
護
保
険
条
例
等
の
廃
止

7
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

8
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

9
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

10
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

11
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

12
国
民
健
康
保
険
基
金
条
例
の
一
部
改
正

13
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

14
公
園
及
び
緑
地
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

15
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

16
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

17
赤
羽
根
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

指
定
管
理
者
の
指
定

18
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
法
人

田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

19
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
法
人

田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

平
成
29
年
度
補
正
予
算

20
一
般
会
計
（
第
6
号
）

21
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
2
号
）

22
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
2
号
）

23
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
2
号
）

24
田
原
福
祉
専
門
学
校
特
別
会
計（
第
1
号
）

25
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
3
号
）

26
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
1
号
）

27
水
道
事
業
会
計
（
第
1
号
）

平
成
30
年
度
予
算

28
一
般
会
計

29
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

30
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

31
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

32
田
原
福
祉
専
門
学
校
特
別
会
計

33
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

34
水
道
事
業
会
計

渡
会　

清
継

古
川　

美
栄

辻　
　

史
子

彦
坂　

久
伸

荒
木　
　

茂

長
神　

隆
士

大
竹　

正
章

小
川　

貴
夫

杉
浦　

文
平

平
松　

昭
徳

岡
本　

禎
稔

森
下
田
嘉
治

廣
中　

清
介

河
邉　

正
男

赤
尾　

昌
昭

太
田
由
紀
夫

仲
谷　

政
弘

中
神　

靖
典
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議
案 

№
4

和
地
太
田
地
区
で
農
地
整
備
事
業
を
計
画

問 

土
地
改
良
事
業
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例

を
制
定
す
る
背
景
は
。

答 

土
地
改
良
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
地
中

間
管
理
機
構
と
連
携
し
た
農
業
者
か
ら

は
分
担
金
を
徴
収
し
な
い
県
営
基
盤
整

備
事
業
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
和
地

太
田
地
区
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た

農
地
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
で
農
地
転
用
や
農
地
中
間
管

理
権
の
解
除
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
土

地
に
要
し
た
費
用
相
当
分
を
特
別
徴
収

金
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
徴
収
す
る
た
め
に
は
条
例
の
制
定

が
必
要
と
な
る
。

（
3
／
8・

総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
5

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
・
い
じ
め
問
題
再

調
査
委
員
会
を
設
置

問 

「
田
原
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の

改
定
に
よ
り
、
調
査
委
員
会
な
ど
を
設

置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、基
本
方
針
の
改
定
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

答 

国
の
方
針
変
更
、
愛
知
県
の
基
本
方
針

改
定
を
受
け
、
市
に
お
い
て
、
校
長
会

や
総
合
教
育
会
議
、
教
育
委
員
会
で
検

討
・
協
議
を
重
ね
、
今
年
２
月
に
改
定

し
た
。

問 
調
査
委
員
会
は
公
開
、
非
公
開
、
ど
ち

ら
で
行
わ
れ
る
の
か
。

答 

事
案
の
内
容
や
重
大
性
、
被
害
に
あ
っ

た
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
意
向
や
公
開

し
た
場
合
の
児
童
生
徒
へ
の
影
響
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
非
公
開
が
妥

当
だ
と
考
え
て
い
る
。

問 

調
査
委
員
会
の
委
員
は
ど
の
よ
う
な
人

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答 

調
査
委
員
会
は
公
平
性
・
中
立
性
が
確

保
さ
れ
た
組
織
で
、
客
観
的
に
事
実
認

定
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
弁
護
士

や
臨
床
心
理
士
、
警
察
関
係
者
、
児
童

相
談
セ
ン
タ
ー
関
係
者
な
ど
の
専
門
家

を
考
え
て
い
る
。

（
3
／
7・

文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
11

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

問 

市
長
の
施
政
方
針
に
「
未
就
学
児
へ
の

国
保
税
の
減
免
」
と
あ
っ
た
が
、
今
回

の
条
例
改
正
に
は
関
係
な
い
の
か
。

答 

減
免
の
内
容
は
条
例
で
は
な
く
、
国
民

健
康
保
険
税
条
例
施
行
規
則
で
定
め
て

い
る
の
で
、
規
則
を
改
正
す
る
手
続
き

を
し
て
い
る
。

（
3
／
7・

文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
14

三
河
田
原
駅
前
に
ま
ち
な
か
広
場
を
設
置

問 

ま
ち
な
か
広
場
を
都
市
公
園
と
し
て
位

置
づ
け
ず
、
公
園
及
び
緑
地
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
で
規
定
す
る
理

由
は
。

答 

都
市
公
園
は
、
設
置
や
管
理
に
あ
た
っ

て
都
市
公
園
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
な
ど
非

常
に
厳
し
い
制
限
が
か
か
る
た
め
、
都

市
公
園
と
し
て
位
置
づ
け
ず
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
く
公
の
施
設
と
し

て
、
公
園
及
び
緑
地
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
と
し

た
。

（
3
／
8・

総
務
産
業
委
員
会
）

平
成
30
年
度
予
算
審
査

議
案 

№
28

一
般
会
計

ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
を
開
催

問 

ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
の
内
容
は
。

答 

競
技
状
況
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

配
信
の
環
境
整
備
と
一
般
向
け
の
無
料

Wi-

Fi
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
行
う
。

問 

大
会
後
の
活
用
は
。

答 

大
会
後
は
、
地
元
市
民
の
イ
ベ
ン
ト
、

サ
ー
フ
ァ
ー
や
観
光
客
な
ど
に
無
料

Wi-

Fi
と
し
て
開
放
し
、
地
域
の
活
性
化

や
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

（
3
／
12・

予
算
決
算
委
員
会
）

福
江
高
校
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
と
の

連
携

問 

平
成
30
年
度
、
福
江
高
校
に
新
設
さ
れ

る「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」と
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
推
進
事
業
の
連
携
は
。

答 

高
校
生
の
発
想
は
参
考
に
な
る
。
お
互

い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応

じ
て
学
校
と
情
報
交
換
を
行
い
、
調
整

を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
3
／
12・

予
算
決
算
委
員
会
）

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑
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首
都
圏
で
田
原
市
を
Ｐ
Ｒ

問 
首
都
圏
に
お
け
る
田
原
市
の
農
業
の
Ｐ

Ｒ
の
取
り
組
み
は
。

答 

東
京
事
務
所
と
担
当
課
で
連
絡
調
整

し
、
花
き
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光

イ
ベ
ン
ト
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
で
行

う
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

（
3
／
12・

予
算
決
算
委
員
会
）

介
護
予
防
教
室

問 

地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
介
護
予
防
教

室
の
課
題
は
。

答 

介
護
予
防
教
室
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
身
近
な
場
所
で
の
教
室
開
催
・

運
営
に
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
の
担
い

手
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
教
室
の

お
手
伝
い
を
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、担
い
手
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

（
3
／
13・

予
算
決
算
委
員
会
）

公
民
合
同
保
育
士
研
修

問 

公
民
合
同
保
育
士
研
修
の
成
果
は
。

答 

公
立
保
育
園
・
民
間
保
育
園
・
民
間
こ

ど
も
園
が
共
同
で
研
修
会
を
企
画
・
運

営
し
て
い
る
。
様
々
な
取
り
組
み
を
学

ぶ
こ
と
で
、
保
育
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
3
／
13・

予
算
決
算
委
員
会
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
特
別
支
援
専
門
員
を

配
置

問 

効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
な
く
、
近
く
の
児
童
ク
ラ

ブ
で
預
か
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
自
分

が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
生
活
基
盤
が

つ
く
ら
れ
る
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
に

通
う
他
の
お
子
さ
ん
た
ち
に
思
い
や
る

気
持
ち
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

（
3
／
13・

予
算
決
算
委
員
会
）

公
的
病
院
の
運
営
を
支
援

問 

渥
美
病
院
へ
の
補
助
金
2
億
円
の
使
い

道
は
。

答 

救
急
医
療
施
設
運
営
、
高
度
医
療
機
器

等
整
備
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
支

援
、
医
療
従
事
者
等
確
保
、
医
療
従
事

者
研
究
・
研
修
・
教
育
助
成
な
ど
に
対

し
、
支
援
を
行
う
。

問 

診
療
科
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答 

産
婦
人
科
代
務
医
の
交
通
費
や
小
児
科

医
師
の
派
遣
費
用
を
補
助
し
、
診
療
科

の
存
続
維
持
を
支
援
し
て
い
る
。

（
3
／
13・

予
算
決
算
委
員
会
）

特
定
不
妊
治
療
な
ど
を
支
援

問 

特
定
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
補
助
金

が
前
年
度
よ
り
増
額
し
た
理
由
は
。

答 

申
請
件
数
が
、平
成
27
年
度
延
べ
79
件
、

平
成
28
年
延
べ
１
０
８
件
、
平
成
29
年

度
12
月
時
点
で
、
平
成
28
年
度
の
同
時

期
と
比
べ
て
件
数
が
１・９
倍
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
た
め
。

問 

増
加
の
要
因
は
。

答 

平
成
28
年
度
か
ら
制
度
を
充
実
し
、
特

定
不
妊
治
療
費
補
助
の
限
度
額
を
１
年

度
当
た
り
上
限
15
万
円
か
ら
、
１
回
の

治
療
に
つ
き
上
限
15
万
円
と
し
た
こ
と

に
よ
り
、
年
度
内
に
複
数
回
申
請
す
る

夫
婦
が
増
加
し
て
い
る
。

（
3
／
13・

予
算
決
算
委
員
会
）

ご
み
有
料
化
後
の
状
況

問 

有
料
化
後
の
ご
み
の
出
し
方
の
状
況
は
。

答 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
有
料
化
ス
タ
ー
ト
の
２
月
当
初
は

古
い
袋
が
１
割
ぐ
ら
い
あ
っ
た
が
、
現

在
は
概
ね
新
し
い
袋
で
出
さ
れ
て
い
る
。

問 
ご
み
減
量
の
状
況
は
。

答 
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
炭
生
館
で
処
理

し
て
い
る
も
の
は
減
っ
て
い
る
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
、
雑
紙
は
リ
サ
イ

ク
ル
化
が
進
ん
で
い
る
。

（
3
／
13・
予
算
決
算
委
員
会
）

粗
大
ご
み
な
ど
処
理
の
た
め
に
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
貸
し
出
し

問 

軽
ト
ラ
ッ
ク
貸
し
出
し
事
業
と
は
。

答 

粗
大
ご
み
や
枝
木
類
を
資
源
化
セ
ン

タ
ー
に
運
ぶ
の
に
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
な

い
方
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
貸
し
出
す
。

問 

利
用
料
金
は
。

答 

ガ
ソ
リ
ン
代
や
保
険
な
ど
を
考
慮
し
、

検
討
し
て
い
る
。

（
3
／
13・

予
算
決
算
委
員
会
）

全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
を
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

で
開
催

問 

負
担
金
の
内
容
は
。

答 

11
月
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
収
穫
祭

と
全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
を
合
同
で
開
催
す

る
た
め
、
収
穫
祭
開
催
分
の
経
費
を
丼

サ
ミ
ッ
ト
主
催
者
に
負
担
金
と
し
て
支

払
う
。

問 

来
場
者
が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
が
、
交

通
渋
滞
な
ど
へ
の
対
策
は
。

答 

旧
野
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
臨

時
駐
車
場
と
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
、
ま
た
、
三
河
田
原
駅
か
ら
の
直
行

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
も
予
定
し
て
い

る
が
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
で

ご
来
場
い
た
だ
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

（
3
／
13・

予
算
決
算
委
員
会
）
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あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
花
き
販
売

拠
点
と
し
て
整
備

問 
花
き
販
売
拠
点
整
備
の
内
容
は
。

答 

あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
低
温

室
や
温
室
を
整
備
し
、
切
り
花
や
鉢
花

の
販
売
を
強
化
し
て
い
く
。
他
に
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
な
ど
が
体
験
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
整
備
し
て
い
く
予
定
。

問 

効
果
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答 

日
本
一
の
花
の
生
産
地
、
田
原
市
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
産
直
施
設
、
観
光

と
花
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
花
き
産
業

が
拡
大
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

（
3
／
12・

予
算
決
算
委
員
会
）

津
波
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
設
置

問 

設
置
の
今
後
の
方
針
は
。

答 

太
平
洋
沿
岸
で
サ
ー
フ
ァ
ー
や
観
光
客

が
訪
れ
る
道
路
に
設
置
し
て
い
る
。
平

成
30
年
度
に
浜
田
海
岸
か
ら
池
尻
海
岸

ま
で
で
未
設
置
と
な
っ
て
い
た
８
か
所

に
設
置
し
、
完
了
と
考
え
て
い
る
。

問 

三
河
湾
側
へ
の
設
置
は
。

答 

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
は
、
津
波
避
難

の
時
間
が
な
い
地
域
の
道
路
に
設
置
し

て
い
る
。
三
河
湾
側
に
は
必
要
に
応
じ

て
避
難
看
板
な
ど
を
設
置
予
定
。

（
3
／
14・

予
算
決
算
委
員
会
）

「
養
護
教
諭
の
み
か
た
」
を
配
置

問 

配
置
の
目
的
は
。

答 

修
学
旅
行
な
ど
で
養
護
教
諭
が
不
在
と

な
る
と
き
に
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理

が
十
分
行
え
る
よ
う
に
養
護
教
諭
を
退

職
し
た
先
生
を
非
常
勤
講
師
と
し
て
配

置
す
る
。

問 

配
置
の
基
準
は
。

答 

児
童
生
徒
数
が
３
０
０
人
を
超
え
る
５

小
学
校
、
４
中
学
校
を
考
え
て
い
る
。

（
3
／
14・

予
算
決
算
委
員
会
）

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問 
小
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
率

は
。

答 

平
成
29
年
度
末
で
40・７
％
の
見
込
み
。

問 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
改
修
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答 

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
率
80
％
を
目
標
と

し
て
い
る
。設
置
率
の
低
い
学
校
か
ら
、

施
設
の
長
寿
命
化
や
大
規
模
改
修
の
時

期
を
見
据
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
整
備

し
て
い
く
。

（
3
／
14・

予
算
決
算
委
員
会
）

議案に対する
本会議での議員の

賛成・反対の表明です

討　　論議
案 

№
5

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
及
び
い
じ
め
問
題

再
調
査
委
員
会
条
例

	

反
対
（
河
邉
正
男
）	

い
じ
め
問
題
は
教
育
問
題
と
し
て
、
学
校
と

教
育
委
員
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
課

題
で
、
教
育
的
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
安
易

に
調
査
委
員
会
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
。

	

賛
成
（
平
松
昭
徳
）	

い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態
が
発
生
し
た
際
、

公
平
性
・
中
立
性
が
確
保
さ
れ
た
組
織
体
制

を
整
備
し
て
お
く
こ
と
で
、
事
実
関
係
の
調

査
な
ど
的
確
な
対
応
が
期
待
で
き
る
。

議
案 

№
11

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

	

反
対
（
河
邉
正
男
）	

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
を
市
町
村
か
ら

都
道
府
県
に
変
更
す
る
制
度
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税

の
問
題
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

	

賛
成
（
廣
中
清
介
）	

資
産
割
の
廃
止
に
よ
る
減
税
に
加
え
、
均
等

割
、
平
等
割
の
組
み
換
え
に
よ
り
、
若
い
世

代
へ
の
減
税
効
果
も
期
待
で
き
る
。

議
案 

№
28　
平
成
30
年
度
予
算

一
般
会
計
予
算

	

反
対
（
河
邉
正
男
）	

法
人
市
民
税
の
超
過
課
税
を
導
入
し
、
約
７

億
円
の
増
収
と
な
れ
ば
、給
食
費
の
無
料
化
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下
げ
が
可
能
と
な
る
。

	

賛
成
（
古
川
美
栄
）	

法
人
市
民
税
や
地
方
交
付
税
の
減
収
を
見
据

え
な
が
ら
も
、
人
口
増
施
策
を
始
め
と
す
る

重
点
施
策
に
対
し
、
し
っ
か
り
と
予
算
化
が

な
さ
れ
て
い
る
。

議
案 

№
29　
平
成
30
年
度
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

	

反
対
（
河
邉
正
男
）	

愛
知
県
と
市
町
村
が
共
同
で
運
用
す
る
初
め

て
の
年
と
な
る
が
、
誰
も
が
保
険
税
を
払
え

る
国
民
健
康
保
険
に
な
っ
て
い
な
い
。

	

賛
成
（
森
下
田
嘉
治
）	

愛
知
県
が
保
険
者
に
な
る
が
、
健
全
な
医
療

制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
事
業
運
営

に
、
市
と
し
て
必
要
か
つ
適
正
な
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
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仲谷  政弘
自民クラブ

問  公共事業の工事発注の平準化は。
答  企業経営の健全化、担い手確保対策等につながり、

今後も工法などを検討し、平準化を進める。

問  地域コミュニティの各委員・役員の活動の考え方
と今後の方向性は。

答  地域での中心的な役割を担っていただいている。
負担が大きい面も見られるので、効率化などに取
り組み、負担の軽減を図っていく。

問  実践型地域雇用創造事業の取り組みは。
答  田原市・渥美商工会、愛知みなみ農協、渥美半島

観光ビューローなどで組織する協議会で、雇用拡
大、人材育成、就職促進、雇用創出実践の4つの
メニューにおいて、地元農水産物を活かした商品
開発や観光客の誘致などを実施していく。

平成30年度予算編成並びに重点施策の
取組について

問  市街地活性化の取り組みは。
答  田原地区は都市機能を集約化し、コンパクトで暮

らしやすい街づくりを進める。福江・赤羽根地区
は各地域のまちづくり協議会などと連携して進め
る。市街化区域の拡大候補地である神戸天白、豊
島梅硲地区は地域の意向や開発需要を踏まえて検
討する。

問  ファシリティマネジメント「公共施設適正化」の
取り組みは。

答  行政目的を終えた施設は処分を進めていく。

問  学校全体配置計画の見直しへの対応は。
答  長寿命化計画を連動させ、学級数や児童・生徒数

が基準を満たさない場合でも、直ちに統廃合を検
討するのではなく、柔軟に対応していく。

問  小学校での英語の教科化に向けた取り組みは。
答  市内全小学校で、平成30年度から「移行期対応英

語教育推進事業」を進めていく。

目的を終えた施設は、処分を進めていく

公共施設適正化の取り組みは
代表質問

ここが聞きたい

一般質問

議会ホームページで本会議（一般質問）
の映像を見ることができます。

www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/
田原市議会 ▶ インターネット議会中継 ▶ 生中継・録画中継
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ここが聞きたい 般一 質 問

問  戦略的な人口対策を推進するため、人口増企画室
の権能強化を図るべきでは。

答  庁内組織を有効に活用し、企画部署が横断的、弾
力的に業務を推進。今後は業務の量・内容などを
踏まえ、人員や組織について対応する。

問  Ｉターン、Ｕターンを行いやすくする施策を展開
する考えはないか。

答  中高年世代も含め、定住・移住、Ｕターンなどを
考えている方のニーズや課題などを把握し、必要
な施策を検討する。

問  国道259号の渋滞などの問題や課題解決に向け
て、豊橋市に対し積極的に働きかけるべきでは。

答  広域幹線道路は複数の市にまたがり、県に整備を
お願いする道路で、協調が必要。豊橋市、企業と
連携し、整備要望に取り組みたい。

平成30年度市政方針について
問  田原市で出産、子育てがしたくなる支援をどのよ

うに考えるのか。
答  妊娠から子育てまで対応する総合相談窓口の「子

育て世代包括支援センター」を親子交流施設内に
設置し、子育て支援の充実を図る。

問  防災・減災上、住民自らがまちづくりや地域のあ
り方を考える仕組みづくりが必要では。

答  防災・減災対策の情報などを地域の皆さんと共有
し、まちづくりや地域のあり方を考えるためのし
くみづくりを検討したい。

問  公共施設の整理・統合に合わせ、立地適正化計画
の進め方は。

答  立地適正化計画は、居住及び都市機能を誘導する
区域などを定めるもの。平成30年度の策定を目指
し、関係する計画や施策などの整理を行いつつ、
策定を進めている。

市民クラブ
赤尾  昌昭

平成30年度策定を目指し、関係する計画や施策などの
整理を行う

立地適正化計画の進め方は
代表質問

一般質問

Ｐ 10 自民クラブ 仲谷政弘「平成30年度予算編成並びに重点施策について」
Ｐ 11 市民クラブ 赤尾昌昭「平成30年度施政方針について」
Ｐ 12 岡本　禎稔 「本市の農業を支える農業経営体の育成について」
Ｐ 13 中神　靖典 「臨海部における立地環境について」
Ｐ 12 辻　　史子 「中小企業・小規模事業者支援について」

「特別な支援を必要とする子どもへの切れ目のない支援体制について」
「学校における働き方改革と教育環境の充実について」

Ｐ 14 小川　貴夫 「高木住宅整備方針の変更に係る地域との調整について」
「小中山地区の津波避難マウンドに関する検討経緯及び実施業務について」

Ｐ 15 河邉　正男 「田原市の素晴らしい学校づくりについて」
「保育行政について」
「財源確保について」

Ｐ 14 森下田嘉治 「南海トラフ地震における避難困難地域の防災対策について」
Ｐ 16 杉浦　文平 「渥美支所の改修と公共施設適正化事業について」
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問  中核的担い手の育成には産地パワーアップ事業や
畜産クラスター事業（※2）の活用が必要では。

答  施設整備や規模拡大にこのような補助事業を活用
することは販売金額向上につながり、大変有効で
ある。

問  産地パワーアップ事業や畜産クラスター事業に対
しての市の取り組みは。

答  農業を支援する国庫補助事業が継続され、有効に
活用できるよう、国への要望活動を行う。

問  ICTなどの先進技術を活用する取り組みが必要と
考えるが、市の考えは。

答  アイデア支援事業を活用し、新たな技術導入に対
する実証事業などへ支援を行っている。

問  本市の農地の需要と供給のバランスは。
答  優良な農地を貸したいと申し出た場合、すぐに借

り手が見つかる。農地の受け手がある程度確保で
きている状況。

本市の農業を支える農業経営体の育成
について

問  優良な農地を中心的な担い手へ集積していくこと
が必要では。

答  土地改良事業や利用集積事業、農地バンク事業な
どで、担い手への集積を加速させていく。

問  本市における農業の中核的担い手の育成を市はど
う考えるのか。

答  地域農業をけん引する基幹経営体に対して継続的
な支援を行い、育成していくことが大切。また、
農業者自身にも経営改善を進めていただく必要が
ある。

地域農業をけん引する基幹経営体（※1）に対して継続的な
支援を行い、農業者自身にも経営改善を進めていただく

農業の中核的担い手の育成を市は
どう考えるのか

自民クラブ
岡本  禎稔

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
に
つ
い
て

問 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
の
実
態
と
支
援
策
は
。

答 

平
成
29
年
度
田
原
市
商
工
会
が
実
施
し
た
地
域
経
済
動
向
調
査

（
1
５
0
事
業
所
対
象
）
で
は
「
事
業
承
継
を
考
え
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
方
は
50
・
7
％
。
新
規
創
業
や
事
業
承
継
時
に
業

態
等
の
見
直
し
を
行
う
第
2
創
業
を
支
援
し
て
い
る
。

問 

設
備
投
資
に
対
す
る
新
た
な
固
定
資
産
税
特
例
で
は
、
自
治
体

が
固
定
資
産
税
の
特
例
率
を
ゼ
ロ
と
し
た
場
合
、
こ
の
特
例
を

受
け
た
事
業
者
は
、「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
経
営
力

向
上
支
援
事
業
」
な
ど
の
国
か
ら
の
補
助
金
が
、
優
先
し
て
採

択
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
例
率
を
ゼ
ロ
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

特
例
率
を
ゼ
ロ
に
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

（※1） 認定農業者など効果的・安定的に経営している農家
や法人組織

（※2） 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業。地域ぐ
るみで畜産の収益向上を目指すための施設整備を支
援する。

特
例
率
を
ゼ
ロ
に
す
る
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
る

固
定
資
産
税
の
特
例
率
を

ゼ
ロ
と
す
る
条
例
制
定
の
考
え
は

公明党田原市議団
辻  史子
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ここが聞きたい 般一 質 問

問  臨海部における工場新設・拡張の課題と対策は。
答  自然災害への不安と道路などの社会インフラの弱

さが課題である。道路問題の解決と田原公共埠頭
の機能強化の推進に取り組み、臨海工業地域の魅
力を向上させる。

問  田原公共ふ頭の機能強化のための取り組みは。
答  大型船が接岸できるよう、田原公共ふ頭を水深10

ｍ（※）にする港湾計画の変更と早期着手を愛知
県に働きかけていく。港湾計画の変更を審議する

「愛知県地方港湾審議会」が開催される予定なの
で、港湾機能拡大の動きが加速するものと考えて
いる。

臨海部における立地環境について
問  東三河各市における工場立地の際の緑地面積率は。
答  豊橋市が15％以上、豊川市が10％以上、蒲郡市

及び新城市が５％以上。田原市は緑地面積率の緩
和をしていないため、20％以上である。

問  緑地面積率を緩和すると、企業と市民にどのよう
なメリットやデメリットがあるのか。

答  進出企業には初期投資の縮小、既存企業には生産
面積の拡大による新たな設備投資が考えられる。
市民には設備投資による雇用機会の拡大、市には
税収の拡大が考えられる。デメリットは特に見当
たらない。

問  今後、どのように企業誘致を進めていく予定か。
答  童浦校区と丁寧な説明と対話を行い、地元の理解

を得て進めていきたい。関係機関と調整を図り、
工場立地の規制緩和の一つとして、緑地面積率を
緩和する条例案を議会へ提出していきたい。

規制緩和の一つとして、緑地面積率を緩和する条例案を提出し
たい

今後、どのように企業誘致を進めていくのか

自民クラブ
中神  靖典

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
に
つ
い
て

問 

就
学
前
か
ら
学
齢
期
、
社
会
参
加
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
は
。

答 

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
を
核
と
し
て
、
支
援
に
携
わ
る
者
が

顔
の
見
え
る
形
で
連
携
し
、
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
と
教
育
環
境
の
充
実

に
つ
い
て

問 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
課
題
解
決
に
向
け
た
「
チ
ー
ム

学
校
」
の
実
現
の
た
め
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
地
域
人
材

の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
、
地
域
の
方
の
力
を
生
か
す
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」

等
の
活
用
で
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
、
教

員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
な
げ
た
い
。

（※） 岸壁の水深が大きくなるほど、より大型の船舶を係留
できる。田原公共ふ頭2号岸壁は、現状では水深5.5ｍ、
現在の計画では水深7.5ｍとなっている。
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問  高木住宅整備に関して、市は平成27年9月に計画
の見直しを行うことを決め、同年11月12日に基
本設計業務の契約を解除した。この２か月の間に
地元との調整を行ったのか。

答  この間に地域の方々との調整は行っていない。

問  平成28年・29年度に地域の方々と行った調整の
結果をどう捉えているのか。

答  理解を得られている状況ではない。引き続き調整
を行っていく。

問  平成30年度に、市が主導して清田校区の方々と議
論して、結論を出すべきでは。

答  なるべく早い時期に結論が出るように粘り強く調
整していく。

問  高木住宅整備は、平成30年度に調整ができれば、
ローリング計画に載せ、事業を進めるのか。

答  調整が整えばローリング計画に載せていく。

高木住宅整備方針の変更に係る地域と
の調整について

問  津波避難マウンド建設検討会議で出た意見は。
答  「避難先を分散したい」「ボーリング調査を行うべ

き」などの意見があった。

問  地質調査を簡易的なものにした理由は。
答  候補地の位置を決めるための調査であり、マウン

ド整備の工法を検討する調査ではない。

問  ボーリング調査の結果、砂れき層があると報告が
あったと思うが、どのように対応したのか。

答  調査の結果はそのような状況だったので、位置を
比較して候補地を決めた。

小中山地区の津波避難マウンドに関す
る検討経緯及び実施業務について

調整が整えばローリング計画に載せていく

市営高木住宅整備は、
平成30年度のローリング計画に載せるのか

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
避
難
困
難
地
域
の

防
災
対
策
に
つ
い
て

問 

小
中
山
地
区
の
堤
防
な
ど
社
会
基
盤
設
備
の
耐
震
性
は
。

答 

農
林
水
産
省
所
管
の
渥
美
海
岸
伊
良
湖
地
区
海
岸
、
福
江
港
海

岸
立
馬
崎
地
区
海
岸
は
、
L1
地
震
動
（
※
）
に
対
す
る
安
全
性

を
満
た
し
て
い
る
。

 

国
土
交
通
省
所
管
の
福
江
漁
港
海
岸
中
山
・
小
新
田
地
区
海
岸

は
、
山
二
新
田
東
側
に
お
い
て
、
L1
地
震
動
に
対
す
る
安
全
性

が
保
た
れ
な
い
箇
所
が
あ
る
た
め
順
次
、
補
強
工
事
を
実
施
し

て
い
く
。

 

樋
門
、
水
門
は
、
必
要
に
応
じ
て
平
成
29
年
度
か
ら
補
強
工
事

に
着
手
し
て
い
る
。

 

地
区
内
に
あ
る
橋
梁
（
全
29
橋
）
は
、
す
べ
て
耐
震
基
準
に
基

づ
い
た
耐
震
補
強
が
完
了
し
、定
期
点
検
で
も
不
具
合
は
な
か
っ

た
。
市
が
管
理
し
て
い
る
27
橋
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
2
巡
目

の
点
検
を
行
う
。
点
検
結
果
で
不
具
合
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に

対
策
を
と
る
。

自民クラブ
小川  貴夫

地
域
の
意
見
を
聴
い
て
検
討
し
、
平
成
30
年
度

中
に
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い

小
中
山
地
区
津
波
避
難
施
設
整
備

の
今
後
の
進
め
方
は

自民クラブ
森下  田嘉治
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ここが聞きたい 般一 質 問

問  全国の市での導入率は。
答  田原市と同じ規模の人口5万人から50万人の市で

は81.4％。

問  田原市が導入した場合、増収はどれだけか。
答  平成30年度当初予算で試算すると、約7億円の増

収となる。

問  導入について、市の考えは。
答  現時点では、まだ慎重に考える必要がある。

問  小学校1・2年生30人、小学校3年から中学校3年生
35人の少人数学級を早急に進めるべきではないか。

答  田原市では、小学校の95％、中学校の92％がそ
のような状況になっている。35人以下でも、多様
な子どもたち一人ひとりに対応するのが難しい場
面もある。非常勤講師などで、よりきめ細やかな
指導を講じていきたい。

法人市民税の超過課税導入について

田原市の素晴らしい学校づくりについて

問  田原市教職員組合の教育白書のアンケートでは、
先生の75％が加配ではなく、正規教員の増員を望
んでいる。これをどう捉えているのか。

答  そうした回答は理解しているが、正規職員でなく、
非常勤講師や加配でしっかり対応していく。

問  教員の多忙化解消のため、部活動への関わり方な
どを見直しているが、具体的な取り組みは。

答  平成30年度に、部活指導員1名を中学校1校に配
置する予定。教員の多忙化解消にどのように寄与
できるのか検証していく。

問  保育園の民営化を進めていくとしている理由は。
答  民間活力を導入することで、就学前の教育・保育

内容の選択肢の多様化や活性化が図られ、保護者
の就労状況に応じた受入体制の充実が期待できる。

問  田原市の公立保育園は保育の基準をつくる重大な
任務があると考えるが。

答  今まで行ってきた田原市の保育は一つの基準と
思っている。これからは民間と公立が良いところ
を認め合って吸収し、保育の質を上げていく。

保育行政について

平成30年度当初予算で試算すると、約7億円の増収となる

法人市民税の超過課税を導入した場合、
増収はどれだけか

問 

各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
津
波
避
難
訓
練
の
考
え
方
は
。

答 

参
加
者
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
、
訓
練
内
容
の
見
直
し

が
必
要
と
聞
い
て
い
る
。
各
地
区
の
状
況
に
応
じ
た
内
容
を
検

討
し
て
訓
練
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

問 

震
度
5
弱
以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
た
際
、
電
力
を
使
わ
ず
に
自

動
で
解
錠
さ
れ
る
鍵
ボ
ッ
ク
ス
を
、
避
難
所
に
設
置
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

答 

避
難
所
の
鍵
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
震
度
感
知
式
鍵
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
を
検
討
す
る
。

問 

小
中
山
地
区
津
波
避
難
施
設
整
備
計
画
を
再
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答 

避
難
し
や
す
い
場
所
で
液
状
化
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
迅
速
か

つ
安
全
に
一
時
避
難
が
で
き
る
津
波
避
難
施
設
の
整
備
を
検
討

す
る
。

 

施
設
の
内
容
、
施
設
の
数
、
施
設
の
場
所
と
あ
わ
せ
て
避
難
方

法
も
小
中
山
自
治
会
を
中
心
に
地
域
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
検

討
し
、
平
成
30
年
度
中
に
は
、
施
設
の
整
備
内
容
の
方
向
性
を

決
め
て
い
き
た
い
。

日本共産党田原市議団
河邉  正男

（
※
） 

過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
の
あ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
程
度
の
地
震
で
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
地
震
動



ここが聞きたい 般一 質 問
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お知らせ　information

問  渥美支所の改修後の評価と今後のあり方は。
答  住民から非常に便利になったとの声がある。公共

施設の有効な活用が図られた。今後も、地域の総
合窓口、住民サービスの拠点としていく。

問  事務所面積が狭くなったことによる業務上の不都
合は。

答  支所機能に必要な面積を確保した上で愛知みなみ
農協に貸し付けているので、業務に支障はない。

問  渥美支所に地域課題を解決できる権限を持たせては。
答  現在、地域問題解決に関する相談窓口となってお

り、重要な役割を果たしている。

問  渥美支所改修を踏まえ、公共施設適正化の具体策は。
答  公共施設適正化計画に基づき、施設種別毎に配置・

長寿命化計画を平成32年度までに策定する。利用
されない施設が発生した場合は、利活用を図り、
活用の可能性のない場合は、処分を進める。

渥美支所の改修と公共施設適正化事業
について

問  学校関係施設、市営住宅、市民館、保育園などの
複合化、集約化の考えは。

答  条件、タイミングが合えば、市民館、小学校、保
育園などの複合化の可能性も考えられる。

問  市営住宅の民間活用の考え方は。
答  市営住宅の管理を指定管理方式で委託する方法

や、市営住宅として民間アパートを借り上げる形
が考えられる。

条件、タイミングが合えば、市民館や小学校、保育園などの
複合化の可能性もある

公共施設の複合化、集約化の考え方は

無所属クラブ
杉浦  文平

5/27 28 29 30 31 6/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

平成30年第2回定例会（6月議会）会期
6月4日（月）～20日（水）

日 月 火 水 木 金 土

10:00		開会
（12日　総務産業委員会…13:30開会）

日程及び時間は、変更になる場合があります。

一般質問の録画が
スマホで見れるように
なりました。

本会議
（議案審査）

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会 議会運営委員会
・同協議会

本会議
（採決等）
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⃝議会基本条例の制定　議会改革の本格スタート
　田原市議会は、「田原市議会基本条例」を平成22年12月に可決しまし
た。当時、東三河地域では初めてのことでした。この条例は、議会の果
たすべき監視・調査・政策形成機能などを最大限発揮する使命を果たす
ため、議会と議員の責務や活動原則などを明らかにしたものです。

⃝議会改革に関する報告書
　議会基本条例に基づいて取り組むべきことを議会改革特別委員会で検
討し、平成26年11月27日に報告書として次の3点をとりまとめました。
　①議員定数　②議会基本条例の検証評価　③次期議会改革への提言

⃝議会ＩＣＴ化推進基本計画
　「市民への情報発信」「議会の透明化」「議会資料の共有化」「議会内部
の効率化」などでＩＣＴを活用することで、市民に開かれた議会運営、
審議の充実・活性化ができるよう、議会運営委員会で検討し、平成28年
12月に計画を策定しました。この計画により、次のことに取り組んでい
ます。
　①グループウェアシステムの導入
　②タブレット端末の活用
　③議会中継のマルチデバイス化対応

⃝議員間討議のあり方についての報告書
　審議過程において、議員による活発な議論を経た決定や解決策を見出
すため、議員間討議の方法や討議の場などの具体的な仕組みを議会運営
委員会で検討し、報告書としてまとめました。報告書に基づき、議員間
討議の試行を行っています。

⃝広報広聴活動の充実
①議会だよりの2度の紙面改革
　より多くの方に手にとってもらえる議会だよりを目指しています。
②意見交換会の開催
　市民と議員が車座になって、あらかじめ決められたテーマについて意
見を交換する会を平成29年度に初めて開催しました。

⃝中央図書館との連携
　レファレンス調査、雑誌新聞記事などの複写、図書の団体貸出など、
図書館機能を活用した行政支援サービスが、事前調査などの議会活動に
役立っています。

会議でタブレット端末を活用

委員会での議員間討議（試行）

市民と議会との意見交換会

議会事務局事務室内の団体貸出の図書

田原市議会　議会改革の取り組み
地方分権の進展に伴い、議会のあり方が問われていたことを背景として、田原市議会では、会派制、政務調査費（現

在は政務活動費）の導入やケーブルテレビによる議会中継、議会による行政評価、議員定数削減などの自主的な改
革を進めてきました。その後も、議会基本条例に基づいた様々な議会改革に引き続き取り組んでいます。
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田原市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）を
策定しました

東日本大震災の時、議会が議決すべき事項を、特定の場合に限り市長が議会に代わっ
て処理できる「専決処分」が頻繁に行われ、議会の基本的な機能が果たされなかった経
緯と教訓から、議会改革特別委員会（設置期間：平成25年12月18日～平成26年12月
16日）がまとめた「議会改革に関する報告書」のなかで、災害時などに行うべき議会・議員の役割や行動方針を定
めた「議会ＢＣＰ」の検討が必要と提言されていたことによるものです。策定にあたっては、議会運営委員会が主
体となり、平成28年11月以降先進地事例調査や防災訓練の実施、また、7回にわたる検討会などで協議を重ね、平
成30年3月19日、委員会がまとめた計画書案を委員長から議長に提出しました。

そして、同年3月22日、議長が示した計画書案に全議員が同意し、「田原市議会業務継続計画」を策定しました。
本市議会では、これまで意欲的に進めてきた「議会ＩＣＴ化」の取り組み内容を積極的に取り入れ、迅速かつ正

確な災害情報などの収集・伝達・共有が可能な仕組みを構築するなど、
効率的で実用性の高い計画となるよう努めてきました。

今後、いつ大規模災害が発生しても計画に基づき即座に行動を開始
できるよう、地震被害想定の見直しや社会動向などの変化に合わせ取
り組み内容の見直しを行うとともに、定期的に防災訓練を実施し、議
会の責務を継続して果たせるよう力を尽くします。

計画の内容は、田原市議会ＨＰをご覧ください。

1月17日
鳥羽市議会と交流

2月13日
愛知県後期高齢者医療
広域連合議会

鳥羽市議会議員13人が田原市を訪問。堀切
津波避難マウンドなど津波対策施設や中央
図書館を合同で視察し、交流を図りました。

平成30年度予算などが議決されました。
田原市議会代表の森下田嘉治議員が出席
しました。

1月12日
総務産業委員会　市内視察

2月7日・8日
東三河広域連合議会

谷ノ口公園、赤羽根土地区画整理事業用
地、旧伊良湖小学校などを視察しました。

平成30年度予算などが議決されました。田原市
議会選出の太田由紀夫議員と長神隆士議員が出
席しました。長神議員は一般質問を行いました。

1月11日
文教厚生委員会　市内視察

1月18日
普通救命講習

六連小学校（英語活動）、あおぞら園、蔵
王こども園、田原授産所などを視察しま
した。

急病の方や負傷した方の応急処置の方法（Ａ
ＥＤの使い方）を学びました。議員は2年に
1回、普通救命講習を受講しています。

議
会
の
活
動

東海3県
で初
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議会報告会を開催します
皆さんに田原市議会の活動を知っていただくため、議会報告会を開催します。
市政についての意見交換では、コミュニティ、まちづくり、教育・福祉など、
私たちのまちについてのご意見がありましたら、議員にお聞かせください。

▪	日時と会場
 ・4月23日（月）午後7時から
 　衣笠市民館・赤羽根市民館・伊良湖市民館
 ・4月24日（火）午後7時から
 　田原東部市民館・中山市民館
▪	内容
 ①平成30年3月議会の報告
 ②市政についての意見交換
▪	問い合わせ先
 田原市議会事務局
 TEL：0531‒23‒3533
 E-mail：gikai@city.tahara.aichi.jp前回の報告会の様子（清田市民館）

議会行政視察報告
広報広聴特別委員会
2月1日（木）～2日（金）
・京都府亀岡市
　「議会の広報広聴活動について」
　「広報広聴会議について」
・兵庫県宍

し

粟
そう

市
　「議会の広報広聴活動について」
　「広報広聴常任委員会について」 【参考になった点・所感】

京都府亀岡市
・ 名称を委員会ではなく、「会議」としている。「会議」

を広報部会4人と広聴部会4人に分けた部会制にし、
より専門的に活動できるようにすることで、意思決
定も早くできるのではないか。
兵庫県宍粟市
・ 意見交換会の手法として、ワークショップ形式はと

ても参考になる。多様な意見が出された場合に、意
見の整理がしやすくなり、意見交換会の充実につな
がると思う。

行政視察報告書の詳しい内容は、田原市議会ＨＰをご覧ください。
田原市議会ＨＰ▷市議会の案内▷各種報告書▷▪行政視察報告書

事前申込は
不要です。

直接お近くの会場に
お出かけください。
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パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん

20

Vol.17

神
戸
炭
焼
き
窯
委
員
会

の
み
な
さ
ん 

｜
｜

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
竹
林
か
ら
孟
宗
竹
を
伐
採
し
、
竹
炭
に
し

て
い
ま
す
。
伐
採
し
た
竹
を
、
約
60
㎝
の
長
さ
に
切
り
、
さ
ら
に

４
分
の
１
程
度
に
割
り
、
節
を
取
っ
て
、
隙
間
な
く
窯
に
詰
め
た

後
、
火
を
入
れ
、
竹
炭
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
枯
れ
た
竹
の
整
理
や
、
竹
炭
に
向
か
な
い
細
い
竹
を
機

械
で
チ
ッ
プ
に
し
て
、
竹
林
に
敷
く
作
業
も
し
て
い
ま
す
。
自
然

に
帰
す
こ
と
で
、
里
山
の
再
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

｜
｜

竹
炭
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
神
戸
校
区
内
の
竹
林
で
里
山
が
荒
れ
て
し
ま
っ
て
困
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、何
と
か
し
よ
う
と
地
区
総
代
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
っ
て
、

平
成
18
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ

て
作
業
小
屋
と
炭
焼
き
窯
を
造
り
、
竹
炭
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。

｜
｜

楽
し
い
こ
と
、
大
変
な
こ
と

は
？

　
楽
し
い
の
は
、
釜
に
火
を
入
れ
る

と
き
に
、
み
ん
な
で
作
業
の
「
ご
苦

労
さ
ん
会
」
を
開
催
し
、
反
省
も
し

な
が
ら
、
親
睦
を
図
る
こ
と
で
す
。

　
大
変
な
の
は
、
枯
れ
た
竹
の
整
理

作
業
、
参
加
者
が
な
か
な
か
集
ま
ら

ず
、
作
業
が
計
画
的
に
で
き
な
い
こ

と
で
す
。

｜
｜

こ
の
活
動
は
地
域

で
ど
の
よ
う
に
広
が
っ

て
い
ま
す
か
？

　
こ
の
活
動
も
９
年
目

に
入
り
、
竹
炭
や
、
竹

酢
を
配
布
す
る
こ
と

で
、
活
動
が
校
区
や
近

隣
市
民
の
方
た
ち
に
知

ら
れ
、
需
要
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
竹
林
の
あ
る

地
区
の
方
や
、
お
手
伝

い
を
お
願
い
し
て
い
る

高
齢
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
つ
な
が
り
も
広
が

り
、
里
山
の
環
境
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
活
動
が
、
仕
事
を
定
年
退
職
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
生
き
が
い
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
地
域
の
活
力
」

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜

竹
炭
づ
く
り
の
今
後
の
目
標
や
夢
は
？

　
炭
焼
き
窯
が
老
朽
化
し
て
き
た
の
で
、
造
り
替
え
て
、
竹
炭
・

竹
酢
の
増
産
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
品
質
の
安
定
し
た
竹

炭
・
竹
酢
づ
く
り
を
目
指
し
、
販
売
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
神
戸
校
区
の
援
助
が
な
く
て

も
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
活
動
す
る
仲
間
が
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、
若
い
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
、
今
後

も
こ
の
活
動
が
長
く
続
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
聞
き
手
：
河
邉
正
男
・
中
神
靖
典
）

里
山
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
う
孟
宗
竹
を

必
要
と
さ
れ
る
竹
炭
・
竹
酢
へ


